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1,500名の校友が集結
全国校友大会開催  大阪で多彩なイベント

校友会設立115周年記念事業
2016 年度 龍谷大学「心の講座」

集合写真（新聞広告の撮影風景）

京都から「心の発信を」と、2014 年度から始まり、多くの校友や一
般の皆さまに聴講いただき、龍谷大学に触れていただく貴重な機会とな
っている。2016 年度も7回シリーズで開催する。
会 　 　 場：龍谷大学響都ホール校友会館

）階９ィテンバア前駅都京RJ（ 　　　　　
講 座 時 間：開場 12:00、開講 13:00
参 加 費：無料〈事前申し込み要〉（定員：各回 350 名 )

●第１回（4 月 23 日）
辰巳寛氏（日本画家）・池坊専好氏（華道家元池坊 次期家元）

●第２回（5 月 28 日）
西山明彦師（律宗総本山唐招提寺第 88 世長老）・井沢元彦氏（作家）

●第３回（6 月 25 日）
吉田実盛師（天台宗鶴林寺住職・叡山学院教授）天台声明（実唱）
●第４回（7 月 23 日）
玉木興慈氏（龍谷大学短期大学部教授）・山折哲雄氏（宗教学者）

●第５回（9 月 24 日）
竹下義樹氏（弁護士） 氏やちさろ ひ・ （宗教評論家）

●第６回（10 月 15 日）
高田文英氏（龍谷大学文学部准教授）・夢枕獏氏（小説家・エッセイスト）

●第７回（11 月 26 日）
福原隆善師（浄土宗大本山百万遍知恩寺第 75 世法主）松平定知氏
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主催：龍谷大学校友会、龍谷大学校友会京都市支部、
　　　龍谷大学法学部同窓会（第５回）
共催：読売新聞社
※やむを得ない事情により講師やテーマが変更されることがあります。
※各回の申込開始日や申込方法の詳細は決定次第、龍谷大学校友会ホーム
　ページで発表します。HP：http://www.ryukoku.ac.jp/alumni/

2016 年 10 月 23日（日）
全国校友大会 in 広島

開催
2016 年度の「全国校友大会」 は広
島市で開催します。

「龍谷大学　心の講座」は浄土真宗本
願寺派　広島別院にて、講座のあとは、
卒業生が大いに交流できる場を予定し
ています。
■日時：2016 年 10 月 23 日 ( 日）
　 13:00～14:30　「心の講座」（一般公開講座）
　15:00 ～ 17:00　交流会（卒業生対象）
■場所：（予定）
◆龍谷大学「心の講座」
　浄土真宗本願寺派広島別院「本堂」
◆卒業生の交流会
　浄土真宗本願寺派広島別院「共命ホール」
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村上さんが校友会長再任

（フリー
 アナウンサー）

　2013年4月１日から校友会長をつ
とめる村上太胤さんの会長再任が、
校友会理事会で承認された。任期
は 2016 年 4 月１日から2019 年３月
31日。村上さんは 1969 年文学部
卒で、法相宗大本山薬師寺副住職。
８月８日に「印鑰継承式」が行われ、
薬師寺管 主に就任し、法相宗管長
を継ぐ。

申込みは同封の案内チラシのハガキま
たは校友会HPより。
申込みは2016年4月1日～受付開始！
詳細は案内チラシをご覧ください。
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、
が
た
き
て

に
う
よ
る
き
で
用
使
に
ど
な

市
や
友
校
の
数
多
、
れ
さ
催

。
る
い
て
し
講
聴
が
民

JR
京

う
い
と
地
立
の
前
の
目
駅
都

龍
「、
た
し
か
活
を
性
便
利

検
が
用
活
な
的
極
積
の
」
館

。
る
い
て
れ
さ
討　

都
響
学
大
谷
龍
「、
お
な

。
す
ま
し
駐
常
が

地
在
所

〒

１
０
６

-

３
３
０
８

王
山
西
条
九
東
区
南
市
都
京町

31Ｌ
Ｅ
Ｔ

 

５
７
０

-

１
７
６

-

８
５
８
５

Ｘ
Ａ
Ｆ

 

５
７
０

-

１
７
６

-

２
６
６
５

17

）
時

龍
「

ン

ロ

Ｒロ

ン

足
発」
町
小
ｎ
ｏ

　

月
５

10

前
午
、
日

11

。
時

に
堂
陀
弥
阿
寺
願
本
西

200
名の

そ
と
友
校
性
女
ぶ
よ
お
に

、
児
幼
け
わ
り
と
、
族
家
ご

立
目
が
姿
の
伴
同
生
学
小

女
の
会
友
校
学
大
谷
龍
。
つ

龍
「
会
子

Ｒ

の
」
町
小
ｎ
ｏ

。
る
あ
で
式
足
発　

年
今
は
会
子
女
の
会
友
校月

１

25

い
開
を
会
備
準
足
発
で
ス

。
討
検
を
要
概
の
動
活
、
て

で
で
人
一
が
生
業
卒
性
女

も
で
れ
連
も
ど
子
た
ま
、
も

を
ト
ン
ベ
イ
い
す
や
し
加
参

業
卒
の
学
大
谷
龍
、
し
催
開

き
で
が
験
体
の
は
で
ら
な
生

と
い
た
き
い
て
し
を
動
活
る

の
回
今
、
と
も
の
旨
趣
う
い

式
足
発
な
か
や
和
で
か
や
華

。
た
え
迎
を　

が
員
全
で
堂
陀
弥
阿
ず
ま

ノ
テ
名
有
き
と
の
こ
。
拝
参

和

け
つ
を
曲
に
）
詩
漢
（
讃

恩
「
た

、
し
露
披
を
」
讃
徳

サ
う
い
と
る
す
唱
斉
で
員
全

よ
ど
が
場
会
、
で
ズ
イ
ラ
プ

は
行
一
、
後
の
そ
。
た
い
め

安
の
内
境

、
し
動
移
に
殿
穏

龍
「
に
式
正
で
こ
こ

Ｒ

ｎ
ｏ

。
た
し
足
発
が
」
町
小　

本
西
る
あ
で
友
校
て
い
続

院
書
、
で
内
案
の
員
職
寺
願

）
宝
国
（
閣
雲
飛
と
）
文
重
（

聞
、
し
観
拝
を

校
で
館
会
法

で
同
合
と
部
支
市
都
京
会
友

。
た
し
催
開
を
会
親
懇
流
交　

よ
に
募
公
、
は
で
会
足
発

91）
品
作
の
生
業
卒
部
学
法
年

。
た
れ
さ
表
発
が　

2

く
続
に
面

龍谷大学ホームカミング・デー

瀬田 10月25日（土）
キャンパス

11：00～15：30

深草 11月2日（日）
キャンパス

11：00～15：30

校友会 東北支部  発足会
10月25 日( 土 ) 仙台で開催

）
称
仮
（

　かねてより発起人の方々が中心となって進め
てこられた「東北支部（仮称）」がいよいよ発
足されます。東北６県（青森・秋田・岩手・宮城・
山形・福島）にお住まいの卒業生の方々が対
象です。
　発足会、懇親会開催は下記の通り
日時：2014年10月25日（土）受付／14 時～
設立記念講演会／14時30 分～15時15分
設立総会／15 時15分～16時
懇 親 会／16時～18 時
場所：ホテルメトロポリタン仙台（JR仙台駅直結）
※本件についてのお問合せは校友会事務局まで

（TEL:075-645-2015）

創刊号。発刊の息吹を伝える。題字
は星野元豊学長（当時）によるもの
で、現在まで受け継がれている。判
型はタブロイド判。※創刊号１面の復
刻版を同封しています。ご覧下さい。

第１４号。本学の建学の精神を体現
する顕真館などの竣工を美しい写真
で伝える。この号からフルカラーＡ４判。

第２３号。念願であった龍谷賞の第
１回贈呈式を紹介。社会で活躍す
る校友たちを讃えた。なお、２１号
から現在と同じＡ３判・８頁となった。

第８２号。全国から１,５００名の
校友が集結し、親睦を深めた一
大イベントを速報。「心の講座」
開催の告知も。

第４号。法学部同窓会設立を大
きく特集。設立の思いや方針、
祝賀会の様子などを詳細に紹介。

第３４号。１９９５年１月に発生した阪
神・淡路大震災。支援のために全国
から集った校友会員による活動を紹介。

第６１号。ホームカミング・デー初
開催を案内した。龍谷祭と同日に
実施されたため、深草学舎は校友
と学生でにぎわった。

第７９号。校友会設立１１５周年
記念事業として誕生した「校友
会館」、女子会「龍Ｒｏｎ小町」
発足式を伝える。

第６９号。江戸時代初期から築き
上げてきた本学の堂々たる歴史を、
ユニークなビジュアルで紹介した。

Ryukoku University Alumni News No.85（1）第85号 2017（平成29）年9月30日

Ryukoku U
niv. A

lum
ni N

ew
s №

 85

祝辞
龍谷大学校友会初代副会長 

中島 豊次
「龍谷大学校友会報」が発刊さ
れて５０周年とのこと、時の早さに
驚嘆と同時に、感慨深いものがあ
ります。遡れば校友会発足により、
一致団結の証として校友会報を
発行することになりました。しかし、
制作実務等は大学の事務方にお
願いしたので、大学の広報誌のよ
うになりましたが、目まぐるしく発展
する母校の姿を、嬉しく感じたもの
です。そして今や会報の内容は
充実し、卒業生間、大学と卒業
生間をつなぐ、唯一の情報紙とし
て、毎回目を通すのが楽しみです。

〔校友総数　180,000名〕
2017（平成29）年9月30日

第85号〈創刊50周年記念号〉
発行＝龍谷大学校友会
編集＝校友会広報部会

http://www.ryukoku.ac.jp
京都市伏見区深草塚本町67 

龍 谷 大 学 内
校 友 会 事 務 局

TEL075-645-2015  FAX075-645-2017

C o l u m n

卒業生が作る校友会報
　現在、校友会報は年２回（３月、
９月）発行。校友会広報部会長
を編集長に、編集部員がそれぞ
れに時間をつくって編集会議をし、
発行に向け約半年ほどかけて企
画・取材・原稿作成・校正とい
った一連の編集作業を進めていま
す。少しでも全国の校友の皆さん
に良い紙面をお届けするために、
日々試行錯誤は尽きませんが、こ
れからも、積極的に情報を収集し、
発信していきます。

仕事を終えてかけつける編集会議

取材の様子

※
題
字
＝
星
野
元
豊
・
第
９
代
学
長

各
地
で「
龍
谷
大
学
心
の
講
座
」を
開
催

福
岡
県
福
岡
支
部
設
立
・・・・・・・・・・・
２
面

海
外
で
活
躍
す
る
校
友・校
友
会
賞
・・・・
３
面

W
ho's W

ho

・歴
史
実
証
・・・・・・・・・・
４
面

経
営
者
登
場・龍
Ｒｏｎ
小
町
・・・・・・
５
面

各
学
部
同
窓
会
の
事
業
・・・・・・・・・・・・
６
面

支
部
の
事
業・サ
ー
ク
ル
の
周
年
記
念
・・・・
７
面

仏
教
に
学
ぶ・校
友
の
お
店
・・・・・・・・
８
面

祝辞
龍谷大学学長 

入澤　崇
龍谷大学校友会「校友会報」

の発行５０周年、心からお祝い申
し上げます。

龍谷大学卒業後の校友の活躍、
校友会の諸活動を幅広く紹介され
ている校友会報が母校に対する
懐古を引き起こし、校友同士の交
流を生起してきたことは、紛れもな
い事実と存じております。

今 後とも、校 友 会 報が母 校
に対する思いの醸成の一翼とな
り、これまで以上の校友、在学生、
保護者を含めた龍谷ネットワーク
が構築されることを願っております。

編集部からご挨拶
龍谷大学校友会広報部会長 

米田 禎孝
校友会報創刊５０周年の節目を

皆様と共に迎え、お祝い出来るこ
とは広報部員（編集部員）にとっ
て何よりもの喜びです。これもひと
えに皆様方からのご支援があって
のことと感謝申し上げます。

これからも先輩方の熱い思いを
引き継ぎ、校友会の活動や校友
の活躍を精彩にお伝えすることで
母校を誇りに思っていただき、一
人でも多くの皆様に校友会事業に
参加していただけるような紙面作り
に取り組んで参ります。

祝辞
龍谷大学校友会会長 

村上 太胤
校友会報の発行５０周年を迎え

るにあたって、創刊時にご尽力い
ただいた大学関係者の皆様、そ
して、長きに渡り編集に携わってこ
られた皆様に、心より御礼申し上
げます。

校友会報では、校友会、大学
の取組のほか、その時々に活躍さ
れている卒業生を取り上げています。

１人１人の卒業生に向き合いたい
という気持ちを５０年前から今も変
わらず持ち続ける想いの結晶がこ
の校友会報だと思って、これからも
目を通していただければ幸いです。

龍谷大学校友会HP→

龍谷大学校友会報 創刊50周年
母校・龍谷大学、そして校友会の発展を願い、１９６７（昭和42）年12月に創刊された校友会報。 
時流に応じて、モノクロからカラーへ、判型の変化も経ながら、50年の時を刻んできました。 
今号では、創刊50年を祝して、時折のニュースを映し続けた、校友会報の足跡を振り返ります。 
これからも、校友の絆を強く結ぶべく、皆様のもとに情報をお届けします。

校友の絆を結び、校友会の発展とともに。

 〈連絡先変更のお届けなど〉

2005 
ホームカミング・ 

デー 開始

2009 
龍谷大学創立

370 周年

1995 
阪神・淡路大震災

復興事業

1990 
第 1 回龍谷賞 

開始

1984 
顕真館竣工 

（平山画伯陶版画 
『祇園精舎』設置）

2017 
校友会報 

創刊 50 周年

2016 
「全国校友大会 in

大阪」開催

1972 
法学部同窓会 

設立

1967 
校友会報創刊

校友会報 
この 50 年

2014 
校友会館 設置 

「龍
ロ ン

Ｒ
ロン

ｏｎ小町」 
発足

1982 
校友名簿電算管理化

2000 
国際文化学部 
同窓会設立
在学生向け 

「校友会賞」開始

1989 
創立 350 周年 
記念式典挙行・ 
記念行事開催

1985 
第１回全国 

支部長会開催

1970 
経営学部同窓会設立 
（校友会報休刊中）

1993 
理工・社会学部 
各同窓会設立

2006 
新入生「ふるさとタイム」 

開始

2011 
「東日本大震災」に 

義援金を送る

2016 
「熊本地震」に支援

2015 
政策学部同窓会設立
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東
　
京

熊
　
本

京
　
都

　

６
月
24
日
、
築
地
本
願
寺
で

「
龍
谷
大
学 

心
の
講
座
in
東

京
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

龍
谷
大
学
、
唐
招
提
寺
、
東

大
寺
、
薬
師
寺
の
ト
ッ
プ
4
人
が

講
師
。
4
人
は
全
員
校
友
で
す
。

　

一
部
の
講
演
会
に
続
き
二
部

で
は
俳
優
で
仏
師
の
滝
田
栄
さ

ん
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
に
よ
る

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
。

　

300
名
を
超
え
た
参
加
者
の
ア

ン
ケ
ー
ト
結
果
か
ら
は
満
足
度

が
大
変
高
い
こ
と
が
う
か
が
え
、

後
日
、
共
催
の
読
売
新
聞
に
特

集
で
大
き
く
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。

　
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョン
の
テ
ー

マ
は
「
仏
法
の
種
ま
き
」。

　
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
滝
田
さ

ん
か
ら
、「
仏
教
が
育
て
た
日
本

人
の
優
し
さ
や
礼
儀
正
し
さ
。

仏
教
の
価
値
観
で
生
活
を
見
つ

め
直
せ
ば
、
心
の
平
穏
を
保
て

る
。
今
こ
そ
、
仏
教
の
教
え
を

学
び
直
す
必
要
性
が
あ
る
の
で

は
」
と
の
問
い
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ

の
講
師
の
お
話
は
広
が
り
、
予

定
し
て
い
た
時
間
で
は
足
り
な
い

ほ
ど
の
充
実
し
た
「
心
の
講
座
」

に
な
り
ま
し
た
。

福岡県福岡支部女性会員 福岡県福岡支部旗授与

「龍谷大学 心の講座」
〜 神戸、東京、京都、熊本 〜

　

5
月
20
日
、
本
願
寺
神
戸

別
院
で
開
催
し
ま
し
た
「
龍

谷
大
学　

心
の
講
座
in
神

戸
」
は
、
心
の
講
座
に
毎
回

参
加
し
て
い
る
と
い
う
熱
心

な
校
友
を
含
め
、
130
名
以
上

の
卒
業
生
が
集
ま
り
、
盛
況

の
中
、
終
了
し
ま
し
た
。

　

第
一
講
の
講
師
、
李
相
哲

先
生
（
龍
谷
大
学
社
会
学
部

教
授
）
の
時
宜
を
得
た
テ
ー

マ「
ど
う
な
る
？
朝
鮮
半
島
」

に
は
、
参
加
さ
れ
た
方
々
の

関
心
が
高
く
、
講
演
終
了
後

に
は
李
先
生
が
質
疑
応
答
に

対
応
い
た
だ
き
、
と
て
も
満

足
度
の
高
い
講
演
会
と
な
り

平常展「仏教の思想と文化ーインドから日本へー」（第 2 期）
２０１8年1月9日（火）～2月12日（月・振休）

　 3月3日（土）～3月31日（土）

次回予告

特別展「地獄絵ワンダーランド」

龍谷ミュージアム
無料ご優待券

期日：2018年3月31日（土）まで
（お一人様１回限り同伴者1名含め無料で

ご入館いただけます）

※詳細は龍谷ミュージアム HP でご確認ください

◆ 会 期：2017年9月23日（土・祝）～11月12日（日）
　 休 館 日：月曜〈ただし10月9日（月・祝）は開館、10月10日（火）は休館〉
◆ 開館時間：10：00～17：00（入館は16：30まで）
◆ 入 館 料：一般1,200（1,000）円、高大生800（600）円、小中生400（300）円
　　　　　     （　）内は20人以上の団体料金
◆ 主 　 催：龍谷大学 龍谷ミュージアム、
　　　　　     産経新聞社、京都新聞、NHK京都放送局、NHKプラネット近畿
◆ 特別協力：浄土真宗本願寺派、本山 本願寺
◆ 問い合わせ：龍谷大学 龍谷ミュージアム
　 TEL：075-351-2500　FAX：075-351-2577　HP：http://museum.ryukoku.ac.jp/

 龍谷大学校友会『福岡県福岡支部』設立

　6月23日、ホテルオークラ福岡で龍谷大学校友会福岡県福岡支部の設立総会を開催しました。
（東部は昨年 7 月「福岡県・北豊支部」として先に発足しました。）
　西部は福岡地区・筑後地区と北九州市の戸畑・八幡・若松並びに田川市・田川郡を除く筑
豊地区を「福岡県福岡支部」として設立に向けて 5 回の会議を重ね、準備を進めました。
　総会では、提案した議案が全て満場一致で承認を得て、岡部慈眼支部長に村上太胤校友
会会長から支部旗が手渡され、正式に福岡県福岡支部が発足しました。
　総会当日は約 100 名の校友が出席しました。また、女性の設立委員を中心に、女性校友の
皆様に出席を呼びかけた結果、22 名の出席があり、華やかで活気溢れる総会となりました。
　今後は会員相互の交流を図りながら、全ての学部の校友に入会を勧めていきたいと思います。
また、北豊支部とも連携したイベントも計画していきます。

（福岡県福岡支部 事務局長　原田智昭）

　罪を犯した者が地獄に堕
お

とされ、過酷な責め
苦を受けるという『地獄』―。いにしえの人々は、
この恐るべき世界をどのように受け止め、表現
してきたのでしょうか？
　本展は、水木しげるが描いた妖怪に始まり、
第1章｢ようこそ地獄の世界へ｣と第2章｢地獄
の構成メンバー｣でリアルな地獄の世界へとご
案内します。続く第3章｢ひろがる地獄のイメー
ジ｣と第4章｢地獄絵ワンダーランド｣では地獄の
日本的展開と、特に近世になって描かれた、ど
こか楽しく笑える民衆的な地獄絵を紹介し、最
後に憧れの極楽へと誘います。

〈講師と講演のテーマ〉
入澤 崇 氏　（龍谷大学学長　86 年文・院了）
　テーマ 「シルクロードの仏教芸術」
西山明彦 師　（律宗唐招提寺 長老　82 年文・院了）
　テーマ 「鑑真和上の教え」
狹川普文 師　（華厳宗東大寺 別当　75 年文・院了）
　テーマ 「盧舎那仏大仏造立発願に込められた願いとは」
村上太胤 師　（法相宗薬師寺 管主　69 年文卒）
　テーマ 「仏法の種まき」

　

7
月
22
日
、
今
年
度
初
の

「
龍
谷
大
学 

心
の
講
座
in
京

都
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

第
一
講
の
塩
見
洋
一
理
工

学
部
教
授
「
身
の
回
り
の
科

学
の
不
思
議
」で
は
実
験
を
、

第
二
講
の
旭
山
動
物
園
前
園

長
小
菅
正
夫
氏
「
生
き
る
意

味
っ
て
な
ん
だ
ろ
う
」
で
は

動
物
の
子
育
て
映
像
を
見

て
、
両
講
師
の
楽
し
い
講
座

に
会
場
は
笑
い
の
渦
に
包
ま

れ
ま
し
た
。

神
　
戸

ま
し
た
。

　

第
二
講
は
薬
師
寺
管
主
で

校
友
会
会
長
で
あ
る
村
上
太

胤
師
の
身
近
な
例
え
と
ユ
ー

モ
ア
を
交
え
た
講
話
に
笑
い

も
湧
き
起
こ
る
和
や
か
な
雰

囲
気
の
中
、
仏
教
を
身
近
に

感
じ
る
良
い
機
会
に
な
り
ま

し
た
。

　

８
月
25
日
、
熊
本
ホ
テ

ル
キ
ャ
ッ
ス
ル
で
開
催
し

ま
し
た
「
龍
谷
大

学　

心
の
講
座
in

熊
本
」
は
、
講
師

に
「
夜
回
り
先
生
」

で
有
名
な
水
谷
修

先
生
を
お
迎
え
し
、

「
優
し
さ
と
勇
気
の

育
て
方
～
夜
回
り

先
生
、
い
の
ち
の

授
業
～
」
と
い
う

テ
ー
マ
で
お
話
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

子
ど
も
達
と
常

に
真
剣
に
向
き
合

う
水
谷
先
生
の
体

今後の予定
〈第３回〉

10 月 7 日（土）
総テーマ『仏教とイスラム』
第一講　 入澤 崇 氏（龍谷大学学長）
第二講　 内藤 正典 氏

（同志社大学大学院 グローバル・
スタディーズ研究科教授　
専門：現代イスラム地域研究）

〈第４回〉
11 月 25 日（土）

第一講　 テーマ「21 世紀の生命と食」
末原 達郎 氏（龍谷大学農学部長）

第二講　 テーマ「人の心をつかみ、
信頼を得る」

丹呉 泰健 氏
（日本たばこ産業株式会社 取締役
会長、開成学園理事長・学園長）	

〈第５回〉
3 月 17 日（土） 

　テーマ「落語に花咲く仏教」
釈 徹宗 師（浄土真宗本願寺派如
来寺住職、相愛大学人文学部教授）
桂 優々 氏（落語家、龍谷大学卒
業生）

験
に
基
づ
く
お
話

は
聴
講
者
に
そ
れ

ぞ
れ
の
形
で
響
い

て
い
く
、
と
感
じ

ま
し
た
。

　

一
般
公
開
講
演

会
の
た
め
、
熊
本

県
の
校
友
は
も
ち

ろ
ん
、
約
400
名
の

方
々
に
ご
参
加
い

た
だ
き
、
大
変
熱

心
に
聴
講
さ
れ
て

い
る
姿
が
印
象
的

で
し
た
。

　全国有数の規模を誇る龍谷大学の「REC 講座」。仏教・
歴史・自然環境など幅広いフィールドで、大学の教育・
研究成果を社会に還元する役割を担っています。龍谷大
学と薬師寺が包括協定を締結し、学びの可能性が広がり
ました。西日本最大級の規模、年間 400 講座を有してい
る「REC 講座」。ぜひ、ご参加ください。

　西本願寺の向かいに位置する龍谷ミュージア
ムは『仏教総合博物館』として、幅広く仏教
美術を公開しています。テーマを設けた特別展
と仏教の流れをたどる平常展が開催されます
が、会期中にはコンサートやワークショップな
ど多彩なイベントも行われる楽しさいっぱいの
スポットです。

生涯学習講座「REC コミュニティカレッジ」
─ 龍谷大学と薬師寺が包括協定を締結 ─ 

薬師寺管主で龍谷大学校友会
会長の村上太胤師による特別
講座も開講されます。詳細はホームページより http://rec.ryukoku.ac.jp/

龍谷ミュージアムで仏教美術を！
そして音楽も♪

8 月に行われた龍谷大学ジャズ研究会によ
るコンサート／龍谷ミュージアム地下エントラ
ンスホール

水谷先生のサイン会に長蛇の列
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♠
♥
は
校
友
同
士
の
結
婚

    

氏
名　
　

  　

  

卒
年      

式
月
日

ご
結
婚
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

お
申
込
み
は
、
お
電
話
、
メ
ー
ル
、
F
A
X
に
て
、
必
ず
次
の
項
目
を

お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
受
付
は
挙
式
日
の
１
週
間
前
ま
で
。

●
氏
名
（
フ
リ
ガ
ナ
）・
卒
業
年
・
卒
業
学
部
※
校
友
同
士
の
結
婚
の

場
合
は
２
名
と
も
●
挙
式
日
時
・
会
場
名
（
フ
リ
ガ
ナ
）・
会
場
住
所
・

会
場
電
話
番
号
●
会
報
に
掲
載
の
可
否

♠
森
本 

毅

06
理
工

3-

11

♥
千
原 

彩

06
理
工

♠
日
笠 

正
也

15
文

5-

4

♥
山
本 

芽
衣

15
文

♠
栂
野 

真
一
郎
12
経
営

5-

21

♥
松
田 

恵

12
経
営

服
部 

貴
大

07
理
工
6-

10

清
水 

歩
美

12
国
際
7-

1

♠
西
川 

宏
祐

13
文

7-

9

♥
小
西 

真
由
美
13
文

♠
田
中 

佑
樹

13
法

7-

29

♥
公
文 

美
里

12
法

校
友
会
長
名
、
学
長
名
で
祝
電
を
打
ち
ま
す
。

お
申
込
み
は
、
校
友
会
事
務
局
ま
で
。

小
川
珈
琲
に
入
社
し
て

　

私
の
会
社
は
大
卒
だ
と
基

本
的
に
営
業
に
配
属
さ
れ
る

の
で
す
が
、
コ
ー
ヒ
ー
の
こ

と
を
学
び
た
い
と
、
無
理
を

言
っ
て
工
場
に
行
か
せ
て
も

ら
い
ま
し
た
。
こ
こ
で
10
年

間
。
そ
の
頃
で
す
ね
、
会
社

づ
く
り
の
仕
組
み
な
ど
を
考

え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

実
は
、
私
は
Ｉ
Ｓ
Ｏ（
国

際
標
準
化
機
構
）の
イ
ン
ス

ペ
ク
タ
ー（
検
査
官
）の
資
格

を
持
っ
て
い
る
ん
で
す
よ
。

　

Ｉ
Ｓ
Ｏ
９
０
０
１
の
資
格

を
得
る
た
め
、
い
ろ
ん
な
勉

強
を
し
ま
し
た
。
そ
の
ノ
ウ

ハ
ウ
を
も
と
に
、
会
社
の
あ

り
方
を
根
本
か
ら
洗
い
直
し

ま
し
た
。
学
生
時
代
、
瀬
田

キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
他
校
に
さ

き
が
け
て
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

の
授
業
が
あ
り
ま
し
た
か

ら
、
工
場
の
中
の
シ
ス
テ
ム

を
つ
く
り
上
げ
る
と
き
な

ど
、大
い
に
役
立
ち
ま
し
た
。

ま
た
現
在
、
当
社
の
主
力
商

品
と
な
っ
て
い
る
も
の
は
、

ほ
と
ん
ど
私
が
開
発
し
た
も

の
で
す
。

　

一
方
、「
バ
リ
ス
タ
」
を

日
本
で
広
め
ま
し
た
。
バ
リ

ス
タ
と
は
、
お
客
さ
ん
の
注

文
を
受
け
て
、
お
い
し
い

コ
ー
ヒ
ー
を
淹い

れ
る
ス
ペ

シ
ャ
リ
ス

ト
の
こ
と

で
す
。
発

祥
地
の
イ

タ
リ
ア
に

赴
い
て
勉

強
し
、
バ

リ
ス
タ
ト

レ
ー
ナ
ー

と
し
て
教

則
本
も
出
し
、
バ
リ
ス
タ
の

競
技
会
で
の
世
界
チ
ャ
ン
ピ

オ
ン
な
ど
、
多
く
の
ト
ッ

プ
バ
リ
ス
タ
を
育
て
て
き

ま
し
た
。

な
ぜ
ボ
ス
ト
ン
に

　

ア
メ
リ
カ
っ
て
、
世
界
最

大
の
コ
ー
ヒ
ー
消
費
国
な
ん

で
す
。
飲
む
層
も
厚
く
、
日

本
で
は
体
験
で
き
な
い
コ
ー

ヒ
ー
文
化
が
あ
り
、
そ
れ
を

肌
で
感
じ
よ
う
と
、
い
ろ
い

ろ
探
し
歩
い
た
結
果
、
ボ
ス

ト
ン
で
し
た
。
こ
こ
に
は

ハ
ー
バ
ー
ド
な
ど
の
一
流
大

学
や
有
名
企
業
が
集
ま
っ
て

い
ま
す
。
そ
こ
に
店
を
構
え

る
こ
と
で
、
各
分
野
で
ト
ッ

プ
を
走
っ
て
い
る
人
と
会
う

こ
と
が
で
き
、
多
様
な
考
え

方
や
発
想
を
吸
収
で
き
ま

す
。
そ
う
い
う
人
た
ち

に
、
私
は
今
、
こ
う
い
う

こ
と
を
考
え
て
い
る
と
打

ち
明
け
る
と
、
じ
ゃ
あ
自

分
た
ち
の
業
界
で
何
か
で

き
な
い
か
…
…
と
。
そ
ん

な
環
境
の
中
か
ら
、
次
の
行

動
へ
の
ヒ
ン
ト
が
生
ま
れ
る

の
で
は
と
、
ボ
ス
ト
ン
を
選

択
し
た
の
で
す
。

　

ま
た
、
私
は
コ
ー
ヒ
ー
バ

イ
ヤ
ー
と
し
て
、
一
年
の
大

半
を
中
南
米
や
ア
フ
リ
カ
な

ど
、
世
界
10
数
ヶ
国
で
豆
を

買
い
付
け
て
い
ま
す
。
だ
っ

た
ら
日
本
よ
り
ア
メ
リ
カ
に

い
た
ほ
う
が
、
地
の
利
が
い

い
の
で
す
。

目
指
す
世
界
と
は

コ
ー
ヒ
ー
を
将
来
に
末
永

く
残
し
て
い
く
に
は
、
ど

う
し
た
ら
い
い
か
を
考
え

て
い
ま
す
。
た
と
え
ば
、

コ
ー
ヒ
ー
を
通
し
て
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
に
関
わ
っ
て
い
け
る

よ
う
な
も
の
を
作
り
た
い
。

も
っ
と
身
近
な
言
葉
で
言
え

ば
、
コ
ー
ヒ
ー
を
通
し
て
、

み
ん
な
が
幸
せ
に
な
る
―
―

そ
う
い
う
世
界
で
す
ね
。

コ
ー
ヒ
ー
が
持
つ
特
性
、
利

点
を
も
っ
と
も
っ
と
活
用
す

る
こ
と
に
よ
っ

て
、
コ
ー
ヒ
ー
が

い
つ
ま
で
も
世

界
で
愛
さ
れ
続

け
る
。
そ
れ
が

同
時
に
、
生
産

国
の
人
々
の
生

活
を
守
る
。
新

た
な
チ
ャ
レ
ン

ジ
は
、
こ
れ
か

ら
で
す
。

プロフィール
1970 年、滋賀県生まれ。
1993 年に社会学部社会学科（笠
原成郎ゼミ）を卒業し、小川珈
琲㈱に入社。製造、営業、企
画、商品開発などを経て 2011
年取締役生産本部長兼クリエイ
ツ統括本部長に就任。2015 年
にOGAWA COFFEE USA, INC.
社長 /CEO として、初の海外店
舗を米国ボストンに開店。
学生時代は瀬田キャンパスに

「セターズバスケット」を立ち
上げた一人でもある。

海外で活躍　　　　　する校友

珈琲で世界の人々を幸せに
OGAWA COFFEE USA, INC. 社長 /CEO

宇
う

田
だ

  吉
よ し

範
の り

さん

店内の風景

OGAWA COFFEE USA
（ボストン）の外観

『The Handbook of Latte Art』
宇田さんの著書　旭屋出版 MOOK
2,500 円＋税
2014年5月12日発行

「
ふ
る
さ
と
タ
イ
ム
」
開
催  

　

4
月
7
日
、
深
草
キ
ャ
ン

パ
ス
に
お
い
て
「
ふ
る
さ
と

タ
イ
ム
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
で
10
回
目
を
迎
え
る

「
ふ
る
さ
と
タ
イ
ム
」
は
、

近
畿
以
外
の
地
方
か
ら
入
学

し
た
新
入
生
を
対
象
に
、
同

郷
出
身
学
生
が
つ
な
が
り
を

広
げ
る
機
会
と
し
て
、大
学
・

親
和
会
・
校
友
会
の
三
者
共

催
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
、
新
入
生
は
過
去
最

多
の
350
名
が
参
加
。
地
域
支

部
か
ら
12
名
の
役
員
と
校
友

会
本
部
か
ら
4
名
、
全
国
の

行
政
関
係
者
の
方
や
上
級
生

ス
タ
ッ
フ
を
含
め
、
4
号
館
の

地
下
食
堂
で一堂
に
会
し
て
の

実
施
に
、
会
場
は
大
変
な
熱

気
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　

新
入
生
の
み
な
さ
ん
に
は

「
ふ
る
さ
と
タ
イ
ム
」
を
通

じ
て
同
郷
の
同
級
生
が
い
る

安
心
感
、
同
郷
の
先
輩
や
行

政
担
当
者
と
知
り
合
う
こ
と

で
心
強
さ
を
感
じ
て
も
ら
い

な
が
ら
、
学
生
生
活
を
送
っ

て
も
ら
い
た
い
。
そ
し
て
、

卒
業
後
に
は
地
域
に
根
ざ
す

校
友
会
支
部
等
に
参
加
し
て

く
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い

ま
す
。

第
17
回 

校
友
会
賞

団
体
：
龍
谷
大
学
学
友
会
体
育
局

端
艇
部

　

龍
谷
大
学
校
友
会
で
は
課

外
活
動
な
ど
で
顕
著
な
成
績

を
上
げ
、
母
校
発
展
の
気
運

を
盛
り
上
げ
た
学
生
（
在
学

生
）
に
対
し
て
、
そ
の
功
績

を
称
え
て
「
校
友
会
賞
」
を

贈
呈
し
て
い
ま
す
。

　

第
17
回
と
な
る
「
校
友
会

賞
」
は
龍
谷
大
学
端
艇
部
に

贈
呈
し
ま
し
た
。

　

贈
呈
式
は
例
年
通
り
、
創

立
記
念
日
で
あ
る
5
月
21
日

深
草
キ
ャ
ン
パ
ス
顕
真
館
に

て
執
り
行
い
ま
し
た
。

〈
授
賞
理
由
〉

　

2
0
1
6
年
度
シ
ー
ズ
ン
、

全
国
・
ア
ジ

ア
を
舞
台
に

め
ざ
ま
し
い

活
躍
を
遂
げ

ま
し
た
。

　

朝
日
レ
ガ

ッ
タ
に
お
け

る
女
子
舵
手

付
ク
ォ
ド
ル

プ
ル
優
勝
を

皮
切
り
に
、

全
日
本
軽
量

級
選
手
権
大

会
で
は
男
子

舵
手
無
ク
ォ

ド
ル
プ
ル
が

優
勝
し
、
ア

ジ
ア
ボ
ー
ト

選
手
権
の
日

本
代
表
と
し

て
２
年
連
続

で
派
遣
さ
れ

ま
し
た
。

　

男
子
、
女
子
共
に
国
内
最

高
峰
レ
ベ
ル
の
大
会
で
数
々

の
優
秀
な
成
績
を
お
さ
め
、

シ
ー
ズ
ン
を
通
し
て
「
龍
谷

大
学
」
の
存
在
を
全
国
に
示

し
ま
し
た
。

　

こ
の
実
績
に
よ
り
京
都
府

ス
ポ
ー
ツ
賞
、
滋
賀
県
民
ス

ポ
ー
ツ
賞
を
受
賞
し
、
子
ど

も
向
け
の
ボ
ー
ト
教
室
を
開

催
す
る
な
ど
競
技
の
普
及
や

地
域
連
携
に
も
注
力
し
て
い

ま
す
。

　

ま
た
「
文
武
両
道
」
を
念

頭
に
、
大
学
か
ら
離
れ
た
場

所
で
の
活
動
に
つ
い
て
自
主

性
と
規
律
あ
る
行
動
を
心
が

け
、
真
摯
に
努
力
を
続
け
て

い
ま
す
。

　

そ
の
功
績
を
称
え
る
と
と

も
に
、
今
後
益
々
の
活
躍
を

期
待
し
て
い
ま
す
。

　

7
月
22
日
、
龍
谷
大
学

響
都
ホ
ー
ル
校
友
会
館
へ
、

律
宗
大
本
山
壬
生
寺
貫
主
の

松
浦
俊
海
師
（
57
年
文
卒
）

に
よ
り
揮
毫
さ
れ
た
「
共
結

来
縁
」
の

扁
額
を
寄

贈
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
「
共
結

来
縁
」（
き

ょ
う
け
つ

ら
い
え
ん

＝
共
に
来

縁
を
結
ば
ん
）
と
は
鑑
真
和

上
が
お
っ
し
ゃ
っ
た
言
葉

で
、「
今
こ
こ
に
来き

至た

っ
た

ご
縁
を
結
び
ま
し
ょ
う
」
と

い
う
一
期
一
会
の
意
味
が
あ

り
ま
す
。

　

除
幕
式
は
、
松
浦
師
に
よ

る
心
あ
た
た
ま
る
〝ミ
ニ
心

の
講
座
”
と
な
り
ま
し
た
。

命
を
か
け
、
失
明
し
て

も
な
お
、
中
国
か
ら
日
本
へ

渡
っ
て
仏
教
を
広
め
た
鑑
真

和
上
の
心
〝ご
縁
”
の
大
切

さ
を
今
に
広
め
ま
す
。

扁
額
「
共
結
来
縁
」

松
浦
俊
海
師
よ
り
受
贈

エスプレッソの冷たいアレンジドリンクと
デザインカプチーノ

町田副会長と入澤学長と端艇部の皆さま
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ベンチャーなのに退職金制度と終身雇用

株式会社 革靴をはいた猫  代表取締役

目指すは「100人・100億・100年」企業

クローバーラボ㈱

校友からの便り

障がいのある若者と共に企業へ出張靴磨き
“与えられる存在”から、
“与え、分かち合う存在”へ

魚
う お

見
み

 航
こ う

大
た

さん 

魚見 航大さん

　

私
は
卒
業
式
の
前
日
、
障

が
い
の
あ
る
若
者
と
共
に
訪

問
型
の
靴
磨
き
を
行
う
「
㈱

革
靴
を
は
い
た
猫
」
を
設
立

し
ま
し
た
。

　

訪
問
型
の
靴
磨
き
と
は
、

企
業
へ
出
向
い
て
会
議
の
前

に
靴
を
預
か
り
、
会
議
が
終

わ
る
と
ピ
カ
ピ
カ
に
磨
き
あ

げ
た
靴
を
お
返
し
す
る
サ
ー

ビ
ス
で
す
。
現
在
、
社
会
福

祉
法
人
向
陵
会
と
連
携
し
、

５
名
の
若
者
と
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　

も
と
も
と
福
祉
に
関
心
が

あ
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
学

内
で
障
が
い
者
が
働
い
て
い

る
「
c
a
f
é
樹

林
」
と
出
会
っ
た

こ
と
が
全
て
の
は

じ
ま
り
で
し
た
。

「
樹
林
を
盛
り
上

げ
て
ほ
し
い
」
と

誘
わ
れ
、
軽
い
気

持
ち
で
厨
房
に
入

り
ま
し
た
が
、
入

っ
た
ば
か
り
で
何

も
で
き
な
い
自
分

の
方
が
彼
ら
よ
り

時
給
が
高
い
と
い

う
こ
と
を
知
り
、

福
祉
の
構
造
的
な

課
題
を
感
じ
ま
し

た
。
そ
こ
か
ら
彼

ら
の
可
能
性
を
広
げ
、
自
立

で
き
る
仕
事
を
つ
く
れ
な

い
か
と
考
え
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

　

大
学
３
回
生
の
秋
、
当
時

の
店
長
と
「
障
が
い
者
が

手
に
職
を
つ
け
る
仕
事
と

し
て
靴
磨
き
が
い
い
の
で

は
？
」
と
い
う
話
に
な
り
ま

し
た
。
最
初
は
ど
こ
ま
で

で
き
る
の
か
半
信
半
疑
で

し
た
が
、
ま
ず
は
自
分
が

　

19
歳
で
学
生
結
婚
し
た
小

山
さ
ん
。
学
生
時
代
は
生
活

費
の
た
め
ア
ル
バ
イ
ト
に
明
け

暮
れ
、車
で
の
大
事
故
も
あ
っ

て
２
年
間
留
年
。
卒
業
後
、

転
職
を
繰
り
返
し
た
。

　

就
職
し
て
か
ら
は
営
業
系

の
仕
事
ば
か
り
で
し
た
が
、

何
を
や
る
べ
き
か
で
迷
っ
て

い
ま
し
た
。
そ
ん
な
と
き
、

と
あ
る
こ
と
で
家
に
引
き
こ

も
り
、
そ
の
と
き
は
じ
め
て

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
向
き
合

い
、
こ
の
分
野
で
仕
事
を
し

た
い
と
思
い
ま
し
た
。
小
さ

な
Ｉ
Ｔ
企
業
に
入
り
、
営
業

し
な
が
ら
社
長
か
ら
Ｉ
Ｔ
用

語
や
考
え
方
な
ど
、
す
べ
て

を
教
わ
り
ま
し
た
。
し
か
し

リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
も
あ
っ

て
会
社
が
傾
き
、
社
長
と
心

経営者登場

小
こ

山
や ま

 力
り き

也
や

さん

プロフィール
1980 年大阪府高槻市生まれ。
1998 年に法学部法律学科に入学し
2004 年に卒業。ＩＴ企業などに就職
後、2009 年にクローバーラボ㈱を
神戸市で起業。現在、インターネット
を活用したモバイル端末向けのゲーム
ソフトの企画・開発・運営事業などを
展開。資本金１億 2,840 万円。従
業員 73 名。本社は大阪市北区豊
崎 5-6-2

2月25日
大阪中央支部・北大阪支部共催 

匂い香作り教室
（深草町家キャンパス）

6月10日  北カリフォルニア支部

女子会ヨガでリフレッシュ

4月30日  山口県支部2月11日  香川県支部
こんぴらさんで再発見！

（こんぴら資生堂パーラー神椿）

6月10日  広島県支部
お好み焼き教室（オタフクソース“Wood Egg お好み焼館”）

龍谷大学校友会女子会『龍Ron小町』
ロ ン  ロ ン

各支部の「龍 Ron 小町」の活動をご紹介いたします。

中
す
る
か
独
立
す
る
か
。
結

局
仲
間
５
人
で
Ｉ
Ｔ
ベ
ン

チ
ャ
ー
を
起
業
し
ま
し
た
。

「母の日に贈ろう！世界に一つだけの花」を
テーマに、店内の好きなお花を使って思い
思いの花作品を作りました。今回初めて赤
ちゃんと一緒の方や姉妹やご夫婦での参加
もあり 20 代から 80 代まで幅広い校友が集
いました。美味しいランチを囲んで楽しい
お喋りも弾み、笑顔の花も満開。

京都市支部会員で香老舗松榮堂の畑利和さん
（74 年営卒）から香りの歴史についてお聞
きし、カラフルなお香の原材料から、それぞ
れ好みの香りを数種類組み合わせて、オリジ
ナルの巾着型の匂い袋を仕立てました。作成
後は、お弁当を食べながら、懇親を深めるこ
とができました。

今年も開催された女子会ヨガ。託児
をプロの方にお任せして、キッチン
には校友がお手伝いに入ってくださ
り、ランチは「体の中からも美しく」
ということで、野菜中心のサラダと
スープ。心も身体もリフレッシュ
できました。

初参加の方も 2 名おられ、地元の人は、
なかなかこんぴらさんに足を運びません
が、NHK の番組でこんぴらさんの特集
があり、今まで知らなかったことを発見。
次回は、秋に瀬戸内芸術祭で有名になっ
た直島で開催する予定です。

「こう龍かい」の男性 2 名も参加し、
校友でオタフクソース株式会社お好
み焼き課お好み焼き士の川本和晴さ
ん（00 年文卒）の指導のもと、本
格的に鉄板で作るお好み焼きに挑
戦。お好み焼きの興味深い話や、お
好み焼き博物館では昭和の懐かしさ
を感じ、改めて広島の Soul food
を実感。

29
歳
の
と
き
で
す
。

　

営
業
は
私
一
人
で
、
他
の

４
人
は
エ
ン
ジ
ニ
ア
。企
業
、

団
体
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
通

販
シ
ス
テ
ム
、
不
動
産
の
検

索
サ
イ
ト
な
ど
を
下
請
け
会

社
と
し
て
制
作
し
て
い
ま
し

た
。
起
業
し
た
09
年
は
「
ソ

ー
シ
ャ
ル
ゲ
ー
ム
元
年
」
と

言
わ
れ
た
年
で
す
。〝
ガ
ラ

携
〟
で
の
ゲ
ー
ム
が
は
や
り

出
し
、
そ
れ
な
ら
僕
ら
で
も

参
入
で
き
る
と
、
自
社
サ
ー

ビ
ス
の
制
作
に
専
念
す
る
よ

う
に
な
っ
た
の
で
す
。

　

ク
ロ
ー
バ
ー
ラ
ボ
は
Ｉ
Ｔ

の
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
な
の
に

「
１
千
万
円
の
退
職
金
制
度
、

終
身
雇
用
」
だ
と
い
う
。
し

か
も
Ｈ
Ｐ
に
は「
100
人・100
億・

100
年
」
と
い
う
言
葉
が
。

　

当
社
の
主
力
商
品
は
14
年

に
公
開
し
た
ゲ
ー
ム
ソ
フ
ト

「
ゆ
る
ド
ラ
シ
ル
」
で
す
。
以

来
、
現
在
ま
で
約
600
万
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

１
千
万
円
の
退
職
金
制
度

と
い
う
の
は
、
僕
自
身
が
苦

し
か
っ
た
時
代
、
誰
か
に
助

け
て
も
ら
っ
た
り
支
え
て
も

ら
っ
た
経
験
か
ら
、
の
び
の

び
と
永
く
安
心
し
て
働
く
こ

と
が
で
き
る
環
境
を
作
り
た

か
っ
た
か
ら
で
す
。
た
し
か

に
固
定
費
が
か
か
る
リ
ス
ク

が
す
ご
く
あ
り
ま
す
が
、
社

員
一
人
ひ
と
り
の
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
が
大
き
く
違
い
ま
す
。

　

終
身
雇
用
と
い
う
の
も
、

社
員
の
マ
イ
ン
ド
に
す
ご
く

い
い
影
響
を
与
え
て
い
る
。

い
わ
ゆ
る
〝
昭
和
の
会
社
〟

フラワーアレンジメント＆ランチ親睦会
（山口市：花蔭）

で
す
ね
。
ひ
と
昔
前
は
、
日

本
の
企
業
の
仕
組
み
が
世
界

的
に
高
く
評
価
さ
れ
て
い
た

の
で
す
か
ら
。

　

さ
ら
に
ベ
ン
チ
ャ
ー
と
い

う
と
、
カ
リ
ス
マ
的
経
営
者

が
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
で
会
社
全

体
を
動
か
す
の
が
一
般
的
で

す
が
、
当
社
は
逆
。
社
員
一

人
ひ
と
り
に
よ
る
完
全
な
ボ

ト
ム
ア
ッ
プ
型
で
す
。
僕
自

身
、
上
か
ら
あ
あ
し
ろ
こ
う

し
ろ
と
言
わ
れ
る
の
が
嫌
だ
っ

た
か
ら
も
あ
り
ま
す
が
、「
俺

に
つ
い
て
こ
い
」
と
い
う
Ｉ
Ｔ

企
業
の
カ
リ
ス
マ
経
営
者
の
真

似
は
、
し
ん
ど
く
て
と
て
も

で
き
ま
せ
ん
。

　

高
収
益
企
業
の
ヤ
フ
ー
さ

ん
は
、
社
員
一
人
年
間
約

８
千
万
円
の
売
上
げ
で
す
。

な
ら
ば
ク
ロ
ー
バ
ー
ラ
ボ
で

100
人
100
億
は
夢
物
語
の
数
字

で
は
な
く
、100
年
企
業
と
は
、

常
に
世
の
中
に
必
要
と
さ
れ

る
企
業
で
あ
れ
と
思
っ
て
い

る
か
ら
で
す
。

　

同
社
は
株
式
上
場
を
目
指

し
て
い
る
。
さ
ら
に
今
年
６

月
に
腕
時
計
レ
ン
タ
ル
サ
ー

ビ
ス
「
Ｋカ

リ

ト

ケ

Ａ
Ｒ
Ｉ
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｅ
」

を
開
始
し
た
。

大
阪
の
「
靴
磨
き
専
門
店

B
u
r
n
i
s
h
」
で
修
業

し
、
そ
こ
で
学
ん
だ
技
術
を

彼
ら
に
伝
え
て
い
き
ま
し

た
。
彼
ら
と
共
に
靴
を
磨
く

中
で
、
着
実
に
成
長
し
可
能

性
を
広
げ
て
い
く
彼
ら
か
ら

自
分
自
身
も
多
く
の
事
を
学

び
、
事
業
化
し
た
い
と
い
う

思
い
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
多
く
の
方
に
支

（17 年政策学部卒）

クローバーラボ㈱
代表取締役／CEO

　

腕
時
計
レ
ン
タ
ル
も
好
評

で
す
。
５
月
に
予
約
を
募

っ
た
と
こ
ろ
、
１
ヶ
月
で

２
千
件
の
申
し
込
み
が
あ
り

ま
し
た
。
レ
ン
タ
ル
料
は

１
ヶ
月
３
、９
８
０
円
か
ら

１
９
、８
０
０
円
で
す
。
主

に
20
代
～
50
代
の
幅
広
い
層

が
タ
ー
ゲ
ッ
ト
で
す
。

　

今
、
株
式
上
場
に
向
け
て

準
備
中
で
す
。
さ
ら
に
僕
の

代
で
東
証
一
部
上
場
ま
で
、

絶
対
に
も
っ
て
い
き
た
い
。

そ
れ
と
同
時
に
、
次
に
つ
な

が
る
経
営
者
を
育
て
た
い
。

　

母
校
か
ら
は
今
、
24
歳
の

新
卒
入
社
の
社
員
が
、
が
ん

ば
っ
て
く
れ
て
い
ま
す
。
龍

谷
大
学
の
後
輩
が
、
営
業
部

門
に
入
っ
て
く
れ
る
と
嬉
し

い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

「革靴をはいた猫」のメンバー

え
て
い
た
だ
き
、
企
業
へ
の

出
張
だ
け
で
な
く
、
伏
見
区

役
所
で
行
わ
れ
た
朝
市
に
出

店
す
る
な
ど
、
事
業
の
幅
も

広
が
っ
て
い
ま
す
。

　

〝靴
磨
き
〟
は
〝心
磨
き
〟

と
い
う
思
い
を
胸
に
、
よ
り

多
く
の
若
者
が
活
躍
で
き
る

場
を
増
や
し
、
お
客
様
を
、

そ
し
て
社
会
を
足
元
か
ら
輝

か
せ
て
い
き
ま
す
。

出張靴磨きの様子

右の靴は磨く前、左の靴は磨いた後
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経営学部同窓会社会学部同窓会

日　時：11 月 4日（土）
　　　　17：00～19：00（受付 16：30～）
場　所：京都ロイヤルホテル＆スパ
　　　　（京都市中京区河原町通三条上ル）
内　容：恩師・同窓生との懇談。大抽選会を実施。
参加費：一人 1,000 円（未就学児は無料）
※詳細は、法学部同窓会 HP でご確認ください。
http://www.ryukoku-law.com/

法学部同窓会

染二を襲名して二十年。
お客様への感謝を込めての公演です。
日　時　
10 月 28 日（土）  
昼の部 14：00 開演

（13：30 開場）
夜の部 18：00 開演

（17：30 開場）
会　場　
エルセラーンホール
入場料
全席指定 3,500 円

（前売・当日同料金）
○チケットお取り扱い
株式会社 SOMEJI
TEL 06-7850-8848
E-mail : hayashiya@somejirakugo.com

襲名二十周年記念
三代目 林家染二独演会

（85 年法学部卒）

卒業生のつどい '03 ～ '06 第11回リユニオン

2016 年度　校友会 学部同窓会　決算表
2016 年度　文学部・短期大学部同窓会　決算

自 2016 年 4 月 1 日　至 2017 年 3 月 31 日

収 支 計 算 書
収入の部

款 項 科　　目 金　額
1 校友会助成金 5,340
2 会費収入（事業収入含む・校友より受けた収入） 16,335
3 その他収入 ( 含・預金利息） 30
4 積立金取崩 3,200
5 前年度繰越金 5,959

合　　計 30,864
支出の部

款 項 科　　目 金　額
1 事業費 19,162

1 広報費（資料印刷・発送費など） 56
2 事業開催費（総会・講演料・イベント料・土産・記念品・懇親会などの費用） 19,106

　
2 運営費 3,542

1 通信費（電話・郵便など） 9
2 旅費交通費（出張費） 533
3 会合費（役員会など） 857
4 寄付・援助費（例：女子会などへの支払） 1,690
5 雑費（慶弔・事務用品費・図書費・振込手数料） 453

3 積立金繰入 500
1 積立金（周年事業など） 500

4 次年度繰越金 7,660
合　　計 30,864

2015 年度　龍谷大学校友会　決算
自 2015 年 4 月 1 日　至 2016 年 3 月 31 日

款 科　目 決算額②
Ⅰ．収入の部

1 会費 188,600
2 寄付金 0
3 広告料収入 0
4 提携カード収入 120
5 雑収入 57
6 その他の収入 750
7 積立金取崩収入 35,000

当年度収入合計 (A) 224,527
前年度繰越金 38,359
収入合計（B） 262,886
Ⅱ．支出の部

1 事業費 161,427
2 運営費 15,358
3 施設設備費 0
4 新同窓会預り金 0
5 校友会ネーミングライツ関係費 10,000
6 115 周年記念事業費 41,414
7 積立金 20,057
8 予備費 0

当年度支出合計（C） 248,256
当年度収支差額（A）-（C） △ 23,729
次年度繰越金（B）-（C） 14,630

2016 年度　政策学部同窓会　決算
自 2016 年 4 月 1 日　至 2017 年 3 月 31 日

収 支 計 算 書
収入の部

款 項 科　　目 金　額
1 前年度繰越金 859
2 会費収入 5,945

合　　計 6,804
支出の部

款 項 科　　目 金　額
1 事業費

1 事業開催費 2,573
2 広報費 205
3 助成金事業 200

2 校友会諸経費 310
3 運営費

1 交通費 122
2 懇親会費 121

4 前払金 1,000
5 次年度繰越金 2,273

合　　計 6,804

2016 年度　経済学部同窓会　決算
自 2016 年 4 月 1 日　至 2017 年 3 月 31 日

収 支 計 算 書
収入の部

款 項 科　　目 金　額
1 校友会助成金 11,195
2 会費収入（事業収入含む・校友より受けた収入） 0 
3 その他収入 ( 含・預金利息） 0
4 積立金取崩 0
5 前年度繰越金 13,028

合　　計 24,223
支出の部

款 項 科　　目 金　額
1 事業費 8,719

1 広報費（資料印刷・発送費など） 3,760
2 事業開催費（総会・講演料・イベント料・土産・記念品・懇親会などの費用） 4,959

　
2 運営費 1,394

1 通信費（電話・郵便など） 4
2 旅費交通費（出張費） 697
3 会合費（役員会など） 39
4 寄付・援助費 0
5 雑費（慶弔・事務用品費・図書費・振込手数料） 654

3 積立金繰入 3,000
1

4 次年度繰越金 11,110
合　　計 24,223

2016 年度　経営学部同窓会　決算
自 2016 年 4 月 1 日　至 2017 年 3 月 31 日

収 支 計 算 書
収入の部

款 項 科　　目 金　額
1 校友会助成金 10,045
2 会費収入（事業収入含む・校友より受けた収入） 1,150
3 その他収入 ( 含・預金利息） 0
4 前年度繰越金 12,118

合　　計 23,313
支出の部

款 項 科　　目 金　額
1 事業費 5,828

1 広報費（資料等印刷費） 65
2 事業開催費（新入会員歓迎祝賀会・記念品・総会・同好会援助などの費用） 5,763

2 運営費 8,930
1 通信費（電話・郵便など） 0
2 旅費交通費（出張費・交通費） 384
3 会合費（役員会及び各委員会運営費など） 525
4 寄付・援助費（在学生支援（税理士講座）） 4,396
5 雑費（慶弔・謝礼・事務用品費・消耗品費など）校友会助成金・予備費支出を含む 3,625

3 次年度繰越金 8,555
合　　計 23,313

単位：千円

単位：千円

2016 年度　法学部同窓会　決算
自 2016 年 4 月 1 日　至 2017 年 3 月 31 日

収 支 計 算 書
収入の部

款 項 科　　目 金　額
1 校友会助成金 8,255 
2 会費収入 134 
3 その他収入 ( 含・預金利息） 0 
4 積立金取崩 750 
5 前年度繰越金 1,605 

合　　計 10,744 
支出の部

款 項 科　　目 金　額
1 事業費 6,120 

1 広報費（ホームページ維持管理） 282 

2 事業開催費（総会、新入会員歓迎祝賀会、卒業記念品、校友の日、合同同窓会リユニオン、巡回無料法律相談後援、ゼミ同窓会援助等） 5,839

　
2 運営費 1,882

1 通信費 1
2 旅費交通費（理事会交通費・出張旅費等） 362 
3 会合費（理事会会議費等） 628 
4 寄付・援助費（校友会周年事業への助成） 750 
5 雑費（慶弔費・事務消耗品費等） 141 

3 積立金繰入 1,770 
1 特別事業積立金（周年事業等） 1,770 

4 次年度繰越金 972 
合　　計 10,744 

2016 年度　理工学部同窓会　決算
自 2016 年 4 月 1 日　至 2017 年 3 月 31 日

収 支 計 算 書
収入の部

款 項 科　　目 金　額
1 校友会助成金 11,180
2 会費収入（事業収入含む・校友より受けた収入） 0
3 その他収入 ( 含・預金利息） 46
4 積立金取崩 0
5 前年度繰越金 　16,958

合　　計 28,184 
支出の部

款 項 科　　目 金　額
1 事業費 9,121

1 広報費（資料印刷・発送費など） 18
2 事業開催費（総会・講演料・イベント料・土産・記念品・懇親会などの費用） 9,103

2 運営費 3,774
1 通信費（電話・郵便など） 0
2 旅費交通費（出張費） 260
3 会合費（役員会など） 140
4 寄付・援助費（例：女子会などへの支払） 3,364
5 雑費（慶弔・事務用品費・図書費・振込手数料） 10

3 積立金繰入 0
1 積立金（周年事業など） 0

4 次年度繰越金 15,289
合　　計 28,184

単位：千円

貸 借 対 照 表
資　産　の　部 負　債　の　部

款 項 科　　　　 目 金　額 款 項 科　　　　目 金　額
1 預貯金 41,041  1 未払金 0

1
普通預金  （龍谷大学経理課） 40,765 2 前受金 0
　　　　  （京都銀行） 276

2 定期預金（銀行名）　　　 0
負　債　合　計 0

積立金・繰越金
1 特別事業積立金 40,068 
2
3
4 次期繰越金 972 

積立金・繰越金　合　計 41,041 
資　産　合　計 41,041  負債・積立金・繰越金合計 41.041

自 2016 年 4 月 1 日　至 2017 年 3 月 31 日

貸 借 対 照 表
資　産　の　部 負　債　の　部

款 項 科　　　　 目 金　額 款 項 科　　　　目 金　額
0 預貯金 45,289 0 未払金（翌年度において支払われるが、今年度の費用） 0

0 普通預金 ( 銀行名） 15,289 0 前受金（受け取っているが、次年度の会費収入など） 0
0 定期預金 ( 三菱東京 UFJ 銀行） 10,000 

定期預金 ( りそな銀行）  10,000 負　債　合　計 0
定期預金 ( 京都銀行） 10,000 積立金・繰越金

0 周年事業積立金 30,000
0
0
0 次期繰越金 15,289

積立金・繰越金　合　計 45,289
資　産　合　計 45,289 負債・積立金・繰越金合計 45,289

自 2016 年 4 月 1 日　至 2017 年３月 31 日

2016 年度　社会学部同窓会　決算
自 2016 年 4 月 1 日　至 2017 年 3 月 31 日

収 支 計 算 書
収入の部

款 項 科　　目 金　額
1 校友会助成金 9,210
2 会費収入（事業収入含む・校友より受けた収入） 3,070
3 その他収入 ( 含・預金利息） 3
4 積立金取崩 0
5 前年度繰越金 17,917

合　　計 30,200
支出の部

款 項 科　　目 金　額
1 事業費 8,010

1 広報費（資料印刷・発送費など） 324
2 事業開催費（総会・講演料・イベント料・土産・記念品・懇親会などの費用） 7,686

2 運営費 843
1 通信費（電話・郵便など） 0
2 旅費交通費（出張費） 140
3 会合費（役員会など） 21
4 寄付・援助費（例：女子会などへの支払） 659
5 雑費（慶弔・事務用品費・図書費・振込手数料） 22

3 積立金繰入 3,500
1 特別事業積立金（周年事業など） 3,500

4 前期末未払金 ▲ 80
5 次年度繰越金 17,928

合　　計 30,200

単位：千円

単位：千円単位：千円 貸 借 対 照 表
資　産　の　部 負　債　の　部

款 項 科　　　　 目 金　額 款 項 科　　　　目 金　額
1 預貯金 69,295 1 未払金（翌年度において支払われるが、今年度の費用） 80

1 普通預金（京都銀行） 59,272 2 前受金（受け取っているが、次年度の会費収入など）

2 定期預金（京都銀行） 10,023
負　債　合　計 80

積立金・繰越金
1 特別事業積立金 51.367
2 次期繰越金 17,848

積立金・繰越金　合　計 69,215
資　産　合　計 69,295 負債・積立金・繰越金合計 69,295

自 2016 年 4 月 1 日　至 2017 年 3 月 31 日

貸 借 対 照 表
資　産　の　部 負　債　の　部

款 項 科　　　　 目 金　額 款 項 科　　　　目 金　額
1 預貯金 59,170 1 未払金（翌年度において支払われるが、今年度の費用） 0

1 普通預金 11,110 2 前受金（受取っているが次年度の会費収入など） 0
2 定期預金 48,060

負　債　合　計 0
積立金・繰越金

1 長期運営積立金 48,060
2 次期繰越金 11,110

 

積立金・繰越金　合　計 59,170
資　産　合　計 59,170 負債・積立金・繰越金合計 59,170

自 2016 年 4 月 1 日　至 2017 年 3 月 31 日
貸 借 対 照 表

資　産　の　部 負　債　の　部
款 項 科　　　　 目 金　額 款 項 科　　　　目 金　額
1 預貯金 59,736 1 未払金 0

1 普通預金
（三菱東京ＵＦＪ銀行、りそな銀行、ゆうちょ銀行） 8,555 2 前受金 0

2 定期預金
（三菱東京ＵＦＪ銀行、三菱ＵＦＪ信託銀行） 51,181

負　債　合　計 0
積立金・繰越金

1 長期運営積立金 51,181 
2 次期繰越金 8,555

積立金・繰越金　合　計 59,736
資　産　合　計 59,736 負債・積立金・繰越金合計 59,736

自 2016 年 4 月 1 日　至 2017 年 3 月 31 日
貸 借 対 照 表

資　産　の　部 負　債　の　部
款 項 科　　　　 目 金　額 款 項 科　　　　目 金　額
1 預貯金 1 未払金（翌年度において支払われるが、今年度の費用） 0

1 普通預金（銀行名）  159,738 2 前受金（受け取っているが、次年度の会費収入など） 0
2 定期預金（銀行名）

負　債　合　計 0
積立金・繰越金

1 周年事業積立金 152,078

2 次期繰越金 7,660

積立金・繰越金　合　計 159,738
資　産　合　計 159,738 負債・積立金・繰越金合計 159,738

資産の部 負債の部
大学預託金 318,874 予納金（'16 年度前受金） 49,520
　預託現金（普通預金） 64,150
　定期預金 254,724

小  計 49,520
積立金・剰余金の部

特別事業積立金 46,050
事業拡大積立金 110,280
施設設備拡充積立金 59,064
危機管理積立金 39,330

　繰越金 14,630
小  計 269,354

合計 318,874 合  計 318,874

自 2016 年 4 月 1 日　至 2017 年 3 月 31 日

2015 年度　貸借対照表
2016 年 3 月 31 日　現在

貸 借 対 照 表
資　産　の　部 負　債　の　部

款 項 科　　　　 目 金　額 款 項 科　　　　目 金　額
現金預金 4,396 未払金（2015 年度謝恩会費） 1,020
前払費用 1,000

負　債　合　計 1,020
積立金・繰越金

1 次期繰越金 2,273
2 積立金 2.103

 

積立金・繰越金　合　計 4,376
資　産　合　計 5,396 負債・積立金・繰越金合計 5,396

自 2016 年 4 月 1 日　至 2017 年 3 月 31 日

単位：千円 単位：千円単位：千円単位：千円

単位：千円

単位：千円 単位：千円単位：千円単位：千円

単位：千円

2016 年度　国際文化学部同窓会　決算
自 2016 年 4 月 1 日　至 2017 年 3 月 31 日

収 支 計 算 書
収入の部

款 項 科　　目 金　額
1 校友会助成金 9,560
2 会費収入（事業収入含む・校友より受けた収入） 32
3 その他収入 ( 含・預金利息） 239
4 積立金取崩 0
5 前年度繰越金 76,829

合　　計 86,660
支出の部

款 項 科　　目 金　額
1 事業費 7,515

1 広報費（資料印刷・発送費など） 0
2 事業開催費（総会・講演料・イベント料・土産・記念品・懇親会などの費用） 7,515

　 0
2 運営費 1,946

1 通信費（電話・郵便など） 0
2 旅費交通費（出張費） 284
3 会合費（役員会など） 318
4 寄付・援助費（例：女子会などへの支払） 1,334
5 雑費（慶弔・事務用品費・図書費・振込手数料） 10

3 積立金繰入 0
1 積立金（周年事業など） 0

4 次年度繰越金 7,7199
合　　計 86,660

貸 借 対 照 表
資　産　の　部 負　債　の　部

款 項 科　　　　 目 金　額 款 項 科　　　　目 金　額
0 預貯金 77,199 0 未払金（翌年度において支払われるが、今年度の費用） 0

0 普通預金（銀行名）  77,199 0 前受金（受け取っているが、次年度の会費収入など） 0
0 定期預金（銀行名）

負　債　合　計 0
積立金・繰越金

0 周年事業積立金 0
0
0
0 次期繰越金 77,199

積立金・繰越金　合　計 77,199
資　産　合　計 77,199 負債・積立金・繰越金合計 77,199

自 2016 年 4 月 1 日　至 2017 年 3 月 31 日

単位：千円

単位：千円

龍谷大学校友音楽祭 in 龍谷大学響都ホール校友会館
日　時：2017 年 11 月 12 日（日）
           開場 13：30 開演 14：00（16：30 終演）
場　所 : 龍谷大学響都ホール校友会館（JR 京都駅八条口前 京都アバンティ 9F）
入場料：無料　一般歓迎 （途中入場可）
出演バンド：
♬黄色いトマト OB 会「BRODY」
♬ Jazz 研究会・軽音楽部 OB 会
                「Jazz and Groove」
♬吹奏楽部クラリネットアンサンブル
♬吹奏楽部 OB・OG 会バンド
　※お土産付き

経営学部卒業生の集い  豪華なディナーパーティー
日　時：2017 年 11 月 12 日（日）　

開宴 17：30（受付 17：15）
会　場：京都タワーホテル
参加費：1,000 円（2000 年～ 2017 年卒） 　2,000 円（1990 年～ 1999 年卒）
           3,000 円（1970 年～ 1989 年卒）　※同伴ご家族１名まで 3,000 円
※詳細は経営学部同窓会 HP をご覧ください。

若手会の開催 （報告）　
　7 月 22日、経営学部同窓会企画 20 代・
30 代限定ビアパーティを開催しました。
美味しい食事・お酒とともに、同世代な
らではの思い出話や近況報告など話は
尽きず、賑やかで楽しいひとときとなり
ました。今後も若い同窓生の方々に参加
していただきやすいイベントを継続し
て開催する予定です。ご期待ください。

（経営学部同窓会 理事　吉中真美）

対　象：2003～2006年度に卒業された皆さん
日　時：10 月 28 日（土）
  　　　 つどい 13：00 ～ 15：00（受付 12：30 ～）
場　所：瀬田キャンパス
　　　　REC ホール地下１階レストラン
問合せ先：
　E-mail：tsudoi@
　ryukoku-sociology.jp
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日　程 区　分 イベント内容 場　所
10月4日（水）・5日（木） 山口県支部 他県支部訪問親睦交流事業 神戸〜播磨・姫路城

10月7日（土） 校友会本部、文学部・短期大学部同窓会、京都市支部 龍谷大学「心の講座」　講師（第一講）入澤 崇氏　（第二講）内藤正典氏 京都市・龍谷大学響都ホール校友会館
10月14日（土） 大阪・中央支部 第 7 回本町音楽祭 in 北御堂（クラシック・ジプシー音楽・他） 大阪市・本願寺津村別院（北御堂）津村ホール
10月18日（水） 校友会本部 龍谷賞贈呈式 深草キャンパス・顕真館
10月21日（土） 南カリフォルニア支部 物故会員追悼法要 ガーデナ市・ガーデナ仏教会
10月21日（土） 法曹支部 総会・懇親会 深草キャンパス
10月28日（土） 校友会本部 ホームカミング・デー（瀬田） 瀬田キャンパス
10月28日（土） 社会学部同窓会 2017 年度　卒業生のつどい 瀬田キャンパス・REC 地下食堂
10月28日（土) 広島県支部　龍 Ron 小町 劇団四季ミュージカル「オペラ座の怪人」鑑賞会 広島市・上野学園ホール

11月3日（金・祝） 校友会本部 全国支部長会 京都市・聞法会館
11月4日（土） 校友会本部 ホームカミング・デー（深草）、校友総会 深草キャンパス
11月4日（土） 香川県支部 母校見学ツアー 深草キャンパス
11月4日（土） 職業会計人グループ（RAS） 研修会、交流会 深草キャンパス
11月4日（土） 法学部同窓会 リユニオン 京都市・京都ロイヤルホテル＆スパ

11月11日（土） 寝屋川市役所支部（紫友会） 秋の京都散策（嵐電沿線古刹巡り） 京都市
11月11日（土） 奈良県支部 秋の親睦交流会（壬生寺拝観、松栄堂でのお香体験、西利本店買い物） 京都市
11月12日（日） 経営学部同窓会 校友音楽祭 in 龍谷大学響都ホール校友会館 京都市・龍谷大学響都ホール校友会館
11月12日（日） 経営学部同窓会 卒業生の集い 京都市・京都タワーホテル
11月12日（日） 愛知県支部 龍 Ron 小町　バスツアー 彦根市
11月17日（金） ハワイ支部 総会・懇親会 ホノルル市・仏教研究所
11月19日（日）三重県支部 秋の懇親旅行 奈良市・薬師寺
11月25日（土） 校友会本部、社会・国際文化・政策学部同窓会 龍谷大学「心の講座」　（第一講）末原達郎氏　（第二講）丹呉泰健氏 京都市・龍谷大学響都ホール校友会館
11月25日（土) 和歌山県・海南有田支部 バスツアー・京都散策と龍谷ミュージアム観覧（心の講座聴講） 京都市・龍谷大学響都ホール校友会館・龍谷ミュージアム 他
12月1日（金） 職業会計人グループ（RAS） 個別相談会・講演会・親睦会 深草キャンパス

12月23日（土・祝） 学校園教員支部（教龍会） 総会・学習会・懇親会 深草キャンパス
1月19日（金） 北カリフォルニア支部 総会・懇親会 サンノゼエリア
1月24日（水） 南カリフォルニア支部 総会・懇親会 ガーデナ市・ガーデナ仏教会
1月27日（土） 矯正・保護支部（ぎんなん会） 研究会又は意見交換会 深草キャンパス又は学外

2月2日（金） 東京支部 年賀会　新春文化のつどい 中央区・築地本願寺 第一伝道会館、振風道場
2月10日（土） 大阪・中央支部、紫松会 龍大落語会 大阪市・天満天神繁昌亭
3月15日（木） 大学・短大 卒業式（文・済・営・法・国・政・短） 深草キャンパス
3月15日（木） 各学部同窓会 新入会員歓迎祝賀会（文・済・営・法・国・政・短） 各学部により異なります
3月15日（木） 法学部同窓会 総会 京都市・京都ロイヤルホテル＆スパ
3月16日（金）大学・大学院 卒業式・修了式（理工・社・各研究科） 瀬田キャンパス
3月16日（金）各学部同窓会 新入会員歓迎祝賀会（理工・社・各研究科） 各学部により異なります
3月17日（土） 大学院 修了式（文・済・営・法・国・政・実践 研究科） 深草キャンパス
3月17日（土） 各学部同窓会 新入会員歓迎祝賀会（文・済・営・法・国・政・実践 研究科） 深草キャンパス・22 号館地下食堂
3月17日（土） 校友会本部、文学部・短期大学部同窓会、京都市支部 龍谷大学「心の講座」講師　釈 徹宗師、桂 優々氏 京都市・龍谷大学響都ホール校友会館
3月20日（火） ハワイ支部 龍谷 BSC 春季セミナーご講師との懇親会 ホノルル市・仏教研究所

日時：11 月 4 日（土）13：00 ～ 16：00
場所：龍谷大学深草キャンパス内にて
　　　（当日はホームカミング・デー）
　　　相談室は和顔館 2 階（予定）
担当：龍大卒の税理士
　　　（近畿税理士会所属会員）
予約：相談は原則、事前予約とさせてい

ただきます。相談の 2 日前まで
にお願いいたします。

第7回龍谷大学校友会無料税務相談室の開設
校友会会員のために校友会の職域支部の職業会計人グループ「RAS」による

無料税務相談室を以下の通り開設いたします。

龍
谷
大
学
学
友
会
体
育
局

女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

50
周
年
記
念

祝
賀
会
を
開
催

7
月
15
日
に
深
草
キ
ャ
ン
パ

ス
紫
英
館
6
階
グ
リ
ル
に
て
、
女

子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
50
周
年
記
念

祝
賀
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
卒
業
生
12
名
を
含
む
40

名
の
関
係
者
が
出
席
し
ま
し
た
。

女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
は
67

年
に
『
排
球
部
』
と
し
て
活
動
を

開
始
し
、
そ
の
後
『
女
子
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
認
定
同
好
会
』
と
な
り
、

86
年
に『
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
』

に
昇
格
し
、
今
年
50
周
年
を
迎
え

ま
し
た
。

認
定
同
好
会
時
代
に
在
籍
し

て
い
た
卒
業
生
か
ら
は
、「
当
時

は
全
国
で
戦
う
こ
と
な
ど
考
え
た

こ
と
も
な
か
っ
た
。
現
役
生
た
ち

に
は
、
是
非
と
も
日
本
一
と
い
う

偉
業
を
成
し
遂
げ
て
欲
し
い
。
苦

し
い
こ
と
も
た
く
さ
ん
あ
る
と
思

う
が
、
仲
間
を
信
じ
て
、
自
分
を

信
じ
て
闘
っ
て
欲
し
い
。」
と
の

言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

大阪・北大阪支部
龍谷ミュージアムに行こう！
　村上会長が常々近大は「マグロ」・龍大
は「龍谷ミュージアム」と言われています。
近大は「食の栄養」・龍大
は「心の栄養」だと私は思
っています。心は長く残り
ます。
　今年も 5 月 21 日に他支
部や他大学の校友会役員に
も声を掛け、龍谷ミュージ
アムに行きました。
　毎回、他大学の評価もよ

福井県支部
支部総会で現役落研による
寄席を開催
　今年の総会では、記念イベントとして龍
大落研（現役生）
3 名によるリレ
ー寄席を開催し
ました。
　一般公開の無
料寄席として、
福井新聞にも支
部総会と同時に
案内を掲載。
　落研 OG の禿

とく

 
知子さんの提案

く「龍大さんの誇りですね」と言われて
います。せっかく、校友会報に無料優待
券も付いているので、校友皆さま、ご家族・
友人を誘って龍谷ミュージアムに行きまし
ょう。母校の見方も変わると思います。

（大阪・北大阪支部 顧問　堤 清貢）

により初めて母校の現役学生に出演依頼
をしましたが、意外にも（？）上手で、
カンパによる出演料をはずむ校友が続出。
現役学生を応援したいという気持ちがさ
らに高まる機会となりました。

（福井県支部 専務局長　馬場正大）

福岡県・北豊支部

設立1周年記念事業・総会
　6 月 17 日、リーガロイヤルホテル小倉に
て「福岡県・北豊支部　2017 年度総会・設
立１周年記念事業」が行わ
れました。
　龍谷ミュージアム館長木田
知生先生の記念講演の後、
龍谷大学吹奏楽部によるア
ンサンブルの演奏会を開催。
誰もが聴いたことある曲を
中心に構成されており、12
名の少人数編成と思えない
ほど迫力のある音で、ホテ

ルマンも仕事の手を止め聴き入ったほど。
一般参加を含め約 80 名の参加があり、会
場は大いに賑わいました。
　懇親会には吹奏楽部メンバーも加わり、
現役生との親睦を深める機会となりました。  

（福岡県・北豊支部事務局　村上 顕）

2017年度下半期校友会スケジュール（予定）

連絡先（事務局）：
　尾崎春樹税理士事務所
　　　　　　　（TEL 075-645-1601）

※なお、税理士には税理士法により守秘義務
が課せられており、将来にわたりあなたの相談
内容を他に漏らすことはありません。安心して
ご相談ください。回答については、原則として
口頭による一般的な説明とさせていただきます。

現役生によるリレー寄席の様子

福井新聞に
総会 案 内を
掲 載。 一 般

の方にも広く
告知されている。
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の
は
、
お
互
い
に
密
接
に
関

わ
り
合
っ
て
い
て
、
お
互
い

を
支
え
合
っ
て
存
在
し
て
い

る
」
こ
と
、
そ
し
て
仏
法
の

ち
か
ら
に
よ
っ
て
、
す
べ
て

の
も
の
が
栄
え
る
こ
と
を
切

望
さ
れ
た
か
ら
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
聖
武
天
皇
の

長
年
の
願
い
を
具
現
化
し
た

の
が
盧
舎
那
大
仏
造
立
だ
っ

た
の
で
す
。

龍
Ｒ
ｏ
ｎ
が
聞
く

「
仏
教
に
学
ぶ
」

東
大
寺
の
大
仏
さ
ま

な
ぜ
こ
ん
な
に
大
き
い
の

　
「
子
ど
も
の
頃
か
ら
両

親
、
祖
父
母
に
幅
広
い
食
育

を
受
け
ま
し
た
」
と
い
う

紺こ
ん

野の

勝ま
さ
る

さ
ん
（
04
年
経
済

卒
）。
大
学
時
代
は
京
都
の

ホ
テ
ル
な
ど
で
ア
ル
バ
イ
ト

を
し
、
在
学
中
に
調
理
師
免

許
を
取
得
。
卒
業
後
は
京
都

で
も
定
評
の
あ
る
フ
レ
ン
チ

や
ワ
イ
ン
バ
ー
な
ど
で
経
験

を
積
み
、
結
婚
を
機
に
12
年

に
烏
丸
五
条
に
フ
レ
ン
チ
レ

ス
ト
ラ
ン
「
ブ
リ
ー
ク
」
を

オ
ー
プ
ン
。
こ
れ
ま
で
歩
ん

で
き
た
道
す
べ
て
が
お
店
に

つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

元
々
住
居
だ
っ
た
と
こ
ろ

を
改
装
し
た
店
内
は
、
フ
ラ

ン
ス
語
の
ブ
リ
ー
ク
（「
ワ

イ
ン
の
色
調
の
レ
ン
ガ
色
」

を
意
味
す
る
）
と
い
う
名

前
の
通
り
、
落
ち
着
い
た

雰
囲
気
。
料
理
は
す
べ
て

一
人
で
作
り
ま
す
。
そ
れ

は
、
お
客
様
に
あ
わ
せ
て
責

任
を
持
っ
て
料
理
を
作
り
た

い
と
い
う
気
持
ち
か
ら
。
だ

か
ら
料
理
の
味
を
左
右
す
る

体
調
に
も
気
を
使
い
ま
す
。

料
理
は
フ
ラ
ン
ス
料
理

仏
教
に
学
ぶ

東大寺別当

狹川 普文

狹
川
普
文（
さ
が
わ・ふ
も
ん
）

51
年
奈
良
県
生
ま
れ
。63
年
、得
度
。75
年

龍
谷
大
学
文
学
研
究
科
修
士
課
程
仏
教

学
専
攻
修
了
。75
年
四
度
加
行
満
行
。77

年
、修
二
会
新
入
、以
来
２
０
１
５
年
ま
で

30
回
参
籠
。77
年
よ
り
書
家・榊
莫
山
師

（
墨
象
展
主
宰
）に
師
事
。90
年
、墨
象
展

同
人
。85
年
よ
り
彫
刻
家・水
島
石
根
師
に

師
事
。２
０
１
０
年
５
月
に
東
大
寺
執
事

長
。２
０
１
6
年
５
月
に
華
厳
宗
管
長・第

２２２
世
東
大
寺
別
当
就
任
。東
大
寺
塔
頭
北

林
院
住
職
。

編
集
後
記

Brique

　

東
大
寺
の
大
仏
さ
ま

は
、
座
高
が
14
・
98
ｍ
、

両
膝
の
幅
は
12
・
08
ｍ
も

あ
り
ま
す
。

　

仏
教
が
起
こ
っ
た
イ
ン

ド
で
は
、
こ
ん
な
に
巨
大

な
仏
像
は
、

ほ
と
ん
ど
あ

り
ま
せ
ん
で

し
た
。
と
こ

ろ
が
仏
教
が

伝
わ
っ
て
い

っ
た
周
辺
地

域
、
シ
ル
ク

ロ
ー
ド
の
東

「
修し

ゅ

二に

会え

」
の
法
要

　

毎
年
３
月
１
日
か
ら
14

日
ま
で
の
２
週
間
、「
修
二

会
」
と
い
う
法
要
を
東
大
寺

の
二
月
堂
で
つ
と
め
ま
す
。

一
般
に
は

「
お
水
取
り
」

と
い
う
名

で
知
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

こ
の
東
大

寺
の
「
修
二
会
」
「
お
水
取

り
」
と
い
う
言
葉
を
聞
い
て
、

み
な
さ
ん
が
イ
メ
ー
ジ
さ
れ

る
の
は
、
ど
の
よ
う
な
映
像

で
し
ょ
う
か
。
お
そ
ら
く
夜

空
に
あ
か
あ
か
と
燃
え
た
ぎ

る
松た

い
ま
つ明
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、

松
明
は
あ
く
ま
で
「
修
二
会
」

を
行
ず
る
お
坊
さ
ん
（
練れ

ん

行
ぎ
ょ
う

衆し
ゅ
う）

が
お
堂
に
上
が
って
い
く

と
き
の
、
道
明
か
り
に
し
か

過
ぎ
ま
せ
ん
。

　
「
修
二
会
」
は
、「
悔け

　
か過

法

要
」と
も
言
わ
れ
ま
す
。「
悔

過
」
と
は
、
自
ら
が
犯
し
た

罪
や
過
ち
を
、
仏
さ
ま
や
菩

薩
さ
ま
の
前
で
懺さ

ん

悔げ

（
悔
い

改
め
る
）
す
る
こ
と
で
す
。

　

こ
の
地
球
で
人
間
は
、
さ

ま
ざ
ま
な
罪
や
過
ち
を
犯
し

て
い
ま
す
。で
は
い
っ
た
い
、

そ
の
罪
や
過
ち
を
悔
い
改
め

る
こ
と
を
何
に
よ
っ
て
実
践

す
る
の
か
。
大
自
然
に
対
し

て
感
謝
の
気
持
ち
を
、
い
か

に
持
ち
続
け
る
こ
と
が
で
き

る
の
か
。
慈
し
み
の
心
で
、

す
べ
て
の
も
の
と
つ
な
が
っ

て
い
く
こ
と
こ
そ
、
最
も
重

要
な
こ
と
と
自
覚
す
る
。「
修

二
会
」
と
は
、
こ
の
よ
う
な

目
的
を
成

じ
ょ
う

就じ
ゅ

（
完
成
）
す
る

た
め
に
、
練
行
衆
に
よ
っ
て

つ
と
め
ら
れ
る
の
で
す
。

　

そ
の
た
め
練
行
衆
は
自
己

を
厳
し
く

律
し
、
ひ

た
す
ら
懺

悔
の
苦
行

を
続
け
ま

す
。
こ
の

行
動
こ
そ
が
、
多
く
の
人
々

の
心
の
中
に
救
い
の
輪
を
広

げ
、
慈
し
み
の
心
で
人
々
を

つ
な
げ
て
い
く
の
で
す
。
実

際
に
平
安
時
代
、
厳
し
い
修

行
に
打
ち
込
む
練
行
衆
の
姿

に
人
々
は
大
き
な
感
銘
を
受

け
、
多
く
の
信
者
が
こ
ぞ
っ

て
二
月
堂
に
参
拝
し
、
深
い

信
仰
の
輪
が
広
が
っ
て
い
き

ま
し
た
。

聖
武
天
皇
と
大
仏
造ぞ

う
り
ゅ
う立

　

24
歳
で
即
位
し
た
聖
武
天

皇
は
、
光
明
皇
后
と
の
間
に

一
子
を
も
う
け
ま
す
。
し
か

し
、
そ
の
基も

と
い

皇
子
は
１
年
も

満
た
な
い
短
い
人
生
を
閉
じ

ま
し
た
。
こ
の
と
き
聖
武
天

皇
は
、
国
造
り
と
い
う
も
の

は
、
子
ど
も
た
ち
の
い
の
ち

を
育
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
は

じ
め
て
可
能
に
な
る
も
の
だ

と
認
識
さ
れ
て
い
た
よ
う
で

す
。
さ
ら
に
子
ど
も
た
ち
の

み
な
ら
ず
、
老
若
男
女
、
動

物
も
植
物
も
、
地
球
上
の
す

べ
て
の
い
の
ち
を
育
む
こ
と

に
よ
っ
て
、
と
。

　

7
4
1（
天
平
13
）
年
、

聖
武
天
皇
は
「
国
分
寺
建
立

の
詔

み
こ
と
の
り」
を
発
し
、
全
国
各
地

に
お
寺
を
建
て
る
こ
と
に
よ

り
、
仏
教
に
も
と
づ
く
国
造

り
を
進
め
ま
す
。そ
し
て「
大

仏
造
立
の
詔
」
が
発
せ
ら
れ

た
の
は
7
4
3（
天
平
15
）

年
の
こ
と
で
し
た
。

　

詔
に
は
、「
ひ
と
枝
の
草
、

ひ
と
に
ぎ
り
の
土
ほ
ど
の
わ

ず
か
な
も
の
で
も
、
大
仏
造

立
に
寄
進
し
て
ほ
し
い
」
と

あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た
聖
武

天
皇
の
呼
び
か
け
に
応
じ

た
、
東
大
寺
四し

聖し
ょ
うの

一
人
・

行ぎ
ょ
う

基き

（
6
6
8
～
7
4
9
）

は
、
造
立
の
責
任
者
と
な
っ

て
進
め
、
多
く
の
民
衆
の
協

力
に
よ
っ
て
7
5
2（
勝
宝

４
）年
に
大
仏
が
完
成
し
、

開か
い
げ
ん眼

法
要
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

東
大
寺
大
仏
殿
の
ご
本
尊

は
、
盧る

舎し
ゃ

那な

仏ぶ
つ

で
す
。
聖
武

天
皇
が
詔
を
発
布
さ
れ
た
動

機
は
、『
華け

厳ご
ん

経き
ょ
う』に
説
く「
世

界
に
存
在
す
る
あ
ら
ゆ
る
も

西
交
易
に
沿
っ
た
中
央
ア

ジ
ア
な
ど
の
王
侯
貴
族
た

ち
が
、
交
易
に
よ
っ
て
得

た
富
を
も
っ
て
、
巨
大
な

仏
像
を
造
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

　

中
国
で
は
５
世
紀
頃
か

ら
、雲う

ん
こ
う崗
（
山
西
省
大
同
）

や
龍

り
ゅ
う

門も
ん

（
江
南
省
洛
陽
）

に
、
巨
大
な
仏
像
が
並
ぶ

石
窟
寺
院
の
造
営
が
始
ま

り
ま
し
た
。
龍
門
石
窟
の

高
さ
17
ｍ
に
及
ぶ
盧
舎
那

仏
は
、
東
大
寺
大
仏
の
モ

デ
ル
に
な
っ
た
と
も
言
わ

れ
ま
す
。

紺野 勝さん

店内にはカウンターを含め 20 席

大
仏
造
立
へ
の
願
い

  

聖
武
天
皇
の
仏
教
に
よ
る
国
造
り

ブリーク

に
イ
タ
リ
ア
料
理
を
取
り
入

れ
、
生
ウ
ニ
や
ト
リ
貝
な
ど

魚
介
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
い
、

ど
の
料
理
も
色
鮮
や
か
で
和

テ
イ
ス
ト
も
よ
く
馴
染
み

ま
す
。

今
回
い
た
だ
い
た
料
理

で
は
、
塩
は
肉
料
理
に
の
み

用
い
、
素

材
そ
の
も

の
の
味
が

楽
し
め
、

ご
年
配
の

お
客
様
に

も
人
気
な

の
が
わ
か

り
ま
す
。

深
夜
ま
で
営
業
し
て
い
る

の
で
、
遅
い
入
店
で
も
ゆ
っ

く
り
食
事
が
で
き
ま
す
。「
細

長
く
地
道
に
や
っ
て
い
き
た

い
」と
い
う
こ
と
ば
の
通
り
、

飽
き
の
来
な
い
、
末
長
く
愛

さ
れ
る
フ
レ
ン
チ
に
な
る
で

し
ょ
う
。

　

創
刊
50
周
年
記
念
号
の
一
面

の
デ
ザ
イ
ン
は
今
ま
で
に
無
い

発
想
か
ら
生
ま
れ
た
。
歴
史
に

関
し
て
は
創
刊
号
か
ら
現
在
に

至
る
ま
で
の
会
報
を
検
証
し
、

校
友
会
初
代
副
会
長
中
島
豊
次

先
輩
か
ら
当
時
の
こ
と
を
伺
っ

て
記
念
号
の
構
想
が
出
来
ま
し

た
。
今
回
も
取
材
に
ご
協
力
下

さ
い
ま
し
た
校
友
各
位
、
ま
た
、

遅
く
ま
で
編
集
会
議
で
意
見
を

交
わ
し
た
編
集
部
員
の
皆
さ
ま

に
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
厚
く

御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
今
回

編
集
に
携
わ
っ
た
メ
ン
バ
ー
の

感
想
を
掲
載
い
た
し
ま
す
。

編
集
長　

米
田
禎
孝
（
72
年

経
営
卒
）

「
記
念
の
50
周
年
号
に
縁
あ
っ

て
関
わ
る
こ
と
が
で
き
、
大
変

光
栄
で
し
た
。」

星
野
知
也
（
97
年
文
卒
）

「
校
友
の
自
覚
と
誇
り
を
高
め
ら

れ
る
よ
う
な
紙
面
づ
く
り
に
こ
れ

か
ら
も
努
め
ま
す
。」

村
上
孝
弘
（
86
年
法
卒
）

「
伝
統
を
引
き
継
ぐ
こ
と
へ
の

プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
は
感
じ
ま
す

が
、
こ
れ
か
ら
も
新
た
な
紙
面

づ
く
り
に
挑
戦
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。」

小
濱
聖
明
（
09
年
経
営
学
研

究
科
了
）

「
校
友
会
の
発
展
に
御
奮
闘
い

た
だ
い
た
諸
先
輩
方
の
情
熱
を

感
じ
ま
し
た
。」

荒
川
林
太
郎
（
93
年
社
会
卒
）

「
緊
張
と
宝
探
し
み
た
い
な
思

い
で
紙
面
を
見
つ
め
る
編
集
会

議
。
こ
の
楽
し
い
雰
囲
気
を
そ

の
ま
ま
お
届
け
で
き
れ
ば
、
と

思
い
ま
す
。」

神
先
明
日
香
（
00
年
国
際
文

化
卒
）

「
諸
先
輩
の
活
躍
と
熱
い
思
い
に

触
れ
さ
せ
て
い
た
だ
け
る
こ
と
を

有
難
く
感
じ
て
い
ま
す
。」

野
村
康
治
（
81
年
文
卒
）

「
世
界
中
で
暮
ら
し
働
く
『
龍

大
』
に
縁
の
あ
る
人
々
。
記
事

を
通
じ
て
『
こ
ん
な
人
も
お
る

ん
や
！
』
と
気
づ
い
て
ほ
し
い
、

人
々
の
出
会
い
の
き
っ
か
け
に

な
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
編
集
し

て
い
ま
す
。」

野
田
沙
良
（
03
年
国
際
文
化

卒
）

「
皆
様
の
お
か
げ
を
も
っ
て
50

周
年
と
な
り
ま
し
た
。
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。」

角
本
知
史
（
15
年
政
策
卒
）

パ
ス
タ
や
リ
ゾ
ッ
ト
は
、
イ

タ
リ
ア
の
三
つ
星
レ
ス
ト
ラ

ン
の
シ
ェ
フ
直
伝
。
基
本
を

し
っ
か
り
守
り
な
が
ら
紺
野

さ
ん
の
ア
レ
ン
ジ
を
加
え
ま

す
。
そ
こ
に
、
料
理
を
引
き

立
て
る
器
の
楽
し
み
が
加
わ

り
ま
す
。

落
ち
着
い
た
雰
囲
気
の
中

心
ゆ
く
ま
で
楽
し
め
る

フ
レ
ン
チ
レ
ス
ト
ラ
ン

Brique（ブリーク）
〒 600-8428　京都市下京区諏訪町通松原下る弁財天町 336 
地下鉄五条駅より徒歩５分、
地下鉄四条駅・阪急烏丸駅より徒歩 10 分
TEL/FAX	075-200-9922 
営業時間	 17：00 ～ 27：00（金・土曜日は 17：00 ～ 29：00） 
定休日　火曜日
http://restaurant-brique.com/

鴨の炭火焼き

甘鯛のポワレ（スダチの出汁をかける）

ズワイガニのガスパチョ
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